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1．はじめに

2023年 8月 17日から 9月 4日の間にアメリカの
カリフォルニア州にあるサンフランシスコ，サンノ
ゼで行われるグローバル人材育成プログラムに参加
した．本プログラムの目的は「日本の働き方と海外
の働き方を知る．」「日本の生活とアメリカでの生活
の違いを体感する．」の二つです．
本プログラムの研修内容は表 1に示します．

2．研修内容

2.1 シリコンバレーツアー
シリコンバレーは，世界のテクノロジー産業の中
心地として知られています．本研修ツアーでは，こ
の地域の先進的な企業文化と技術革新の背後にある
要因を探求しました．
テクノロジー企業の研究開発施設の見学では In-

tel, Google, Apple などのトップ企業の R&D 施設を
訪れ，最新技術の研究や開発プロセスを直接確認し
ました．これらの施設での研究の深さと広がりは，
イノベーションの速度と方向性を理解するのに非常
に役立ちました．またシリコンバレーの企業は，多
様性と包括性を重視しています．様々な背景を持つ
エンジニアや専門家たちが共同して作業すること
で，多角的な視点が生まれ，これがイノベーション
を推進しています．
健康とウェルビーイングについては，企業のキャ
ンパス内でのリラックスした雰囲気や，社員の健康
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意識の高さは，持続可能な生産性の維持やクリエイ
ティブな思考の促進に貢献しています．
スタンフォード大学の研究環境について，スタン
フォード大学の研究室では，学際的なアプローチ
や，先進的なリサーチ環境が研究の質を向上させて
いることを確認しました．このような環境は，新し
いアイディアや技術が生まれる土壌となっていま
す．Oracle でのセッションでは，シリコンバレーで
求められる人材の特性について学びました．特に，
技術的スキルだけでなく，コミュニケーション能力
やチームワークの重要性が強調されました．
この研修ツアーを通して，シリコンバレーが世界
のテクノロジー産業の中心地としての地位を維持す
るための要因や，その独特の企業文化と研究環境の
重要性を深く理解することができました．

2.2 ホームステイ
私を迎え入れてくれたのは，経験豊富なホストフ
ァミリーでした．彼女のルールの説明には最初，つ
いていけなかった部分もありました．しかし，間違
いを通してルールを学び，適応していきました．彼
女の熟練されたホスティング技術は，私がスムーズ
に生活に慣れる手助けとなりました．
また，私と同じホームステイ先には日本人留学生
が二人いて，彼らの存在は大変心強かったです．私
たちが日本語で会話することなく，英語の環境を最
大限に活用する姿勢が，効果的なコミュニケーショ
ンのためのモチベーションを高めました．
食に関しては，毎日の朝食や夕食を彼女が手間暇
かけて用意してくれました．特に，多文化都市であ
るサンフランシスコの多様な食文化が感じられる料
理は，新しい体験として楽しむことができました．
しかし，ホームステイ中に直面した最大の挑戦は，
思いのままに意思を伝えられないことでした．この
経験を通じて，更なる英語の習得の重要性を痛感し

ました．
このホームステイは，私の人間的成長と言語スキ
ル向上への意識を深める貴重な機会となりました．

2.3 インターンシップ
今回のインターンシップではチャイナタウンにあ
る「Chinese Historical Society of America」という博
物館での体験でした．この期間中，私はカスタマー
サービス，史料の移動，清掃，在庫管理，マーケテ
ィングサポート，プレゼンテーション資料の作成な
ど，多岐にわたる業務に関与しました．特にカスタ
マーサービスでは，訪問者にアメリカの中国史を紹
介し，彼らの体験をより価値あるものにするための
サポートを行いました．
一度参加した会議では，全員が自分の意見を自由
に共有し，その開かれたコミュニケーションのスタ
イルに深い感銘を受けました．博物館のスタッフ
は，彼らの仕事に対する情熱を持ちつつも，ユーモ
アと親しみやすさを忘れず，効果的なチームワーク
を築いていました．以前，海外のワークスタイルに
関する若干の先入観を持っていましたが，彼らとの
協力を通じて，それは根拠のないものであったこと
を実感しました．作業は効率的に，明確な目標意識
をもって行われていました．
私たちのコミュニケーションツールとしては，

Google のアプリケーションが主に利用されていま
した．その理由は，無料でありながら高機能で，簡
単に情報を共有できる点にあったようです．
このインターンシップの中で，私が最も学びを得
た点は，インターネットの可能性の広さでした．未
知の言葉や概念，方法論に直面した際，情報へのア
クセスが容易であることに感謝しました．この体験
は，情報技術の重要性を改めて認識させてくれるも
のでした．
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